
まちづくり市民懇話会

とことん懇話会

「第５次岸和田市総合計画」の策定及び「都市計画マスタープラン」の見直しに向けて
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※開催にあたり、新型コロナウイルス感染症対策を実施しています。

ＴＯＰＩＣＳ

前回と同じ６つのグループに分かれ、前回話し合った内容について振り返
り、それを踏まえて意見交換を進めました。また、最後には全体でも共有
し、意見交換を行いました。
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到達目標 基本計画のブラッシュアップに向けて、各グループのテーマ
（個別目標の方向性）について意見交換しましょう

グループで深堀した議論内容（一例）

テーマ 意見

ごみの減量と資源の有効
活用など４Ｒを進める

• ４Rについては、市民が自分ごととし
て取り組める部分であるので、市民が
できることや取り組めることは市民の
役割として設定すべき。

• 事業者から提供してもらうなど採用可
能な指標があれば、積極的に取り入れ
ていきたい。

• 市民への意識付けとともに、規制で縛
るのではなく、インセンティブ付与な
ど後押しする取組・仕組みが必要。

▼「人と自然が共生した住みよいまち」グループでの議論の一部



お問い合せ：岸和田市役所 総合政策部企画課 政策担当 （tel. ０７２-４２３-９４９２）

第２８回：令和４年 ４月２４日（日）
場 所：オンライン＋市役所新館４階第１委員会室（臨時オンライン会場）
参 加 者：市 民：現地オンライン ３名 オンライン １２名

若手職員：現地オンライン ４名
議 題：１．基本計画の検討（個別目標の方向性を絞って意見交換）

２．次回について

■開催概要

【第29回】 令和４年 ５月 15日（日） ➡ 基本計画の検討（個別目標の方向性を絞って議論その②）
【第30回】 令和４年 ５月 29日（日） ➡ 基本計画の検討（個別目標の方向性を絞って議論その②）
【第31回】 令和４年 ６月 26日（日） ➡ 実際の行動に移してみる
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• 市民がその役割を十分に果たせるようにモチベーションを生み出したり、市民の動き
を下支えする「しくみ」について、ぜひ計画に盛り込んでいきたい。

• 現状分析の深掘りがあったので、メンバーの認識が統一されました。
• 他班の議論とのかかわりをもてればいいなと思いました。

■今後の予定

懇話会後の参加市民・若手職員からの感想です

若手職員市民
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など

グループ 議論の内容（一部）

岸和田の次世代を
育むまち①

様々な学びの活動や知識、経験の活用を進めるとともに、コミュニティのつながりを創出
する
・地域コミュニティとの連携は重要であるため、現状と課題に内容を反映すべき。

障害者の就労支援の充実と生きがいづくりを進める
・役割について、難しい言葉ではなく、すぐに取り組める内容を記載できればよい。

岸和田の次世代を
育むまち②

妊娠を望む家庭や子育て家庭の不安解消や精神的負担、経済的負担の軽減を進める
・市で取り組んでいる施策について、まずは情報共有を進めることが重要。

登下校を始め、子どもが安全に学校や地域で過ごせる環境づくりを進める
・ハード面の視点から見た、みんなでめざそう値があってもいいのではないか。

健康で自分らしく
生きられるまち

個々の人権や多様な価値観の尊重意識を広げるとともに、多文化に触れる機会を創出し、
他者理解を促進する
・「寛容性」という文言を現状と課題に入れて理解を促すのがよい。

安全で安心して暮
らせるまち

発災時にみんなが迅速に柔軟に対応できる環境づくりを進める
・みんなでめざそう値について、「市民の意識づけ」など明確な目的で実施した活動の
回数を盛り込めないか。

人と自然が共生し
た住みよいまち

まちの美化を進める
・きれいな環境の維持が、市民の美化意識の維持につながる。

賑わいと活力を創
造するまち

まちのイメージを向上させる環境づくりを進める
・「地産地消」という言葉を使うことで、地元の人から始まり、地域外の人へのアプ
ローチというイメージが生まれるのではないか。

拠点へのアクセス性の向上を図る
・バスの利用者が減少しているから積極的に利用する（今あるものを残す）のではなく、
よりよいものをみんなで考えるという視点が必要。


